













































































































































































































項　目 男　子 女　子 全　体
①努力 12．0 22．9 18．5
②性格 9．7 17．0 14．0
③行動 13．6 13．0 13．2
④奉仕 11．2 ユ2．8 ユ2．1
⑤業績 15．9 8．0 U．2
⑥救済 7．4 9．6 8．7
⑦発明発見 1L6 4．8 7．6
⑧知　能 8．1 4．5 6．0
⑨名　声 5．4 2ユ 3．5






























































































知的能力の高さ（1） 0 0 0 0 0 0








5　年　生 6　年生 有意差の検定因　子構造 男①子 女②子 全③体 男④子 女⑤子 全⑥体 ①×② ④×⑤ ①×④ ②×⑤ ③×⑥
達成行動の強さ（B） 11．7 12．0 11．8 14．8 16．9 15．8 クz．s． η．s． η．∫． η．∫． 7z．　s．
知名度と高業績（A） 16．7 4．8 10．6 8．0 4．4 6．3 ＊＊ η．s． ? 7z。　s． η．s．
社会活動の貢献（S） 70．8 80．0 75．5 69．8 72．ユ 70．9 η，s． η。s． η．s， π，s， η．s．
知的能力の高さ（D 0 0 0 0 0 0 一 『 　 一 ｝






















男　子 女　子 全体 男　子 女　子 全体
喜び
@（うれしい，よい気分，など）
104
i86．7）
　99
i79．2）
203
i82．8）
116
i77．8）
　99
i72．8）
215
i75．4）
疑問・否定
@（当たり前だ，偉いと思わない，など）
　7
i5．8）
　10
i8。0）
　17
i7．0）
　！2
i8．1）
　21
i15．5）
　33
i11．6）
冷静
@（よいことをしたんだ，など）
　3
i2．5）
　9
i7．2）
　12
i4．9）
　15
i10．1）
　12
i8．8）
　27
i9．5）
進取
@（またしよう，もっと頑張ろう，など）
　6
i5．0）
　7
i5．6）
　13
i5．3）
　6
i4．0）
　4
i2．9）
　10
i3．5）
（1）各学年，男女別を問わず，圧倒的に「喜び」め感情が表出される（5年生全体82．8％，
　6年生全体75．4％）。これは，“うれしい”“よい気分”の2種類に分かれるが，前者（う
　れしい，うれしかった）の方が高率である。
（2）小学生は，「偉いね」体験を受けると素直に喜びを表出するが，さらに頑張って再度の
　評価を得たいとも感じている。「進取」の感情であろう。
（3）高学年に向かうにしたがい，「疑問・否定」（当たり前のことをしたまでだ，べつに偉い
　とは思わない，など）の感情（5年生全体7．0％→6年生全体11．6％）や，「冷静」（自分
　はよいことをしたんだと思った，など）の感情（5年生全体4．9％→6年生全体9．5％）が
　高まる傾向がある。「偉いね」体験でほめられた内容に疑問をもち，当たり前と感じてい
　る行動を周囲が強調する意味を，冷静に判断しようとする傾向と思われ，ことさら興味深
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い結果である。自己の行動を客体化しているものといえよう。
3．要約
　以上の諸結果から，小学生を対象にした「偉いね」体験の具体像は次のように要約される。
（1）小学校5年生，6年生による「偉いね」体験は，『人格の偉大性』に関する「BASIC」仮
　説のなかで，「社会活動の貢献（S）」に相当する内容が多い。
（2）「社会活動の貢献（S）」は，他者との関係のうえに成立するため，その行動は他者（多く
　は親）に満足が得られることが前提であり，それが評価の対象となる。
（3）「知名度と高業績（A）」は，とくに業績（成績，賞など）が認められる場合に評価され，
　その維持向上のために「達成行動の強さ（B）」が求められる。
（4）「知的能力の高さ（1）」は，単なる知的個人差が評価されないことを物語っている。
（5）「偉いね」体験によって表出される感情は，“うれしい”に代表される「喜び」がもっとも
　多いが，学年とともに，評価に「疑問・否定」を表出する傾向がある。
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